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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月23日(2016.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列に接続された複数の電池と、
　前記複数の電池の各々の高電位側に接続された第１信号線と前記複数の電池の各々の低
電位側に接続された第２信号線とに跨って設けられた抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に
接続された放電用スイッチング素子とを含む放電手段と、
　前記放電用スイッチング素子が前記抵抗素子と前記第２信号線との間に設けられている
場合は、前記第１信号線に接続され、かつ前記第２信号線の電位よりも低い電位を供給し
、前記放電用スイッチング素子が前記抵抗素子と前記第１信号線との間に設けられている
場合は、前記第２信号線に接続され、かつ前記第１信号線の電位よりも高い電位を供給す
る、電位調整手段と、
　前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第１電位と、前記第１信号線の電
位と前記第２信号線の電位とから設定される閾値と、を比較する比較手段と、
　を備えた電池監視システム。
【請求項２】
　前記比較手段は、シングル反転増幅器と、前記シングル反転増幅器の入力に接続され、
かつ前記第１電位または前記第１信号線の電位が入力される第１コンデンサと、前記第１
コンデンサと並列に接続され、かつ前記第１電位または前記第２信号線の電位が入力され
る第２コンデンサと、を含む、請求項１に記載の電池監視システム。
【請求項３】
　前記放電用スイッチング素子は、放電制御線を介して電圧供給手段からゲート電圧が印
加されるトランジスタであり、前記電位調整手段は、前記放電制御線を介して前記第１信
号線または前記第２信号線に接続されている、請求項１または請求項２に記載の電池監視
システム。
【請求項４】
　前記抵抗素子及び前記放電用スイッチング素子の間と第１コンデンサ及び第２コンデン
サに接続された第３信号線とを接続する第１スイッチング素子と、前記第１信号線と前記
第１コンデンサに接続された第４信号線とを接続する第２スイッチング素子と、前記第２
信号線と前記第２コンデンサに接続された第５信号線とを接続する第３スイッチング素子
と、を含む接続手段を備えた、請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の電池監視シ
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ステム。
【請求項５】
　前記放電手段と、前記接続手段との間に設けられた高周波遮断手段を備え、前記第２ス
イッチング素子は、前記高周波遮断手段を介して、前記第４信号線と前記第１信号線とを
接続し、かつ前記第３スイッチング素子は、前記高周波遮断手段を介して、前記第５信号
線と前記第２信号線とを接続する、請求項４に記載の電池監視システム。
【請求項６】
　前記比較手段の比較結果に基づいて前記第１信号線の断線を検出する検出手段を備えた
、請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の電池監視システム。
【請求項７】
　直列に接続された複数の電池と、
　前記複数の電池の各々の高電位側に接続された第１信号線と前記複数の電池の各々の低
電位側に接続された第２信号線とに跨って設けられた抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に
接続された放電用スイッチング素子とを含む放電手段と、
　前記放電用スイッチング素子が前記抵抗素子と前記第２信号線との間に設けられている
場合は、前記第１信号線に接続され、かつ前記第２信号線の電位よりも低い電位を供給し
、前記放電用スイッチング素子が前記抵抗素子と前記第１信号線との間に設けられている
場合は、前記第２信号線に接続され、かつ前記第１信号線の電位よりも高い電位を供給す
る、電位調整手段と、
　前記放電手段が設けられた前記第１信号線の前記放電手段より後段部の後段部電位と、
前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第１電位と前記電池の低電位側に接
続された電池に設けられた前記放電手段の前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子と
の間の第３電位とから設定される閾値と、を比較する比較手段と、
　を備えた電池監視システム。
【請求項８】
　前記比較手段は、シングル反転増幅器と、前記シングル反転増幅器の入力に接続され、
かつ前記第１電位または前記後段部電位が入力される第１コンデンサと、前記第１コンデ
ンサと並列に接続され、かつ前記第３電位または前記後段部電位が入力される第２コンデ
ンサと、を含む、請求項７に記載の電池監視システム。
【請求項９】
　前記第１信号線と第１コンデンサ及び第２コンデンサに接続された第３信号線とを接続
する第１スイッチング素子と、前記放電用スイッチング素子及び前記抵抗素子の間と前記
第１コンデンサに接続された第４信号線とを接続する第２スイッチング素子と、前記電池
の低電位側に接続された電池に設けられた前記放電手段の前記抵抗素子を介して前記第２
信号線と前記第２コンデンサに接続された第５信号線とを接続する第３スイッチング素子
と、を含む接続手段を備えた、請求項７または請求項８に記載の電池監視システム。
【請求項１０】
　前記放電手段と前記接続手段との間に設けられた高周波遮断手段を備え、前記第１スイ
ッチング素子は、前記高周波遮断手段を介して、前記第３信号線と前記第１信号線とを接
続する、請求項９に記載の電池監視システム。
【請求項１１】
　前記比較手段の比較結果に基づいて前記第１信号線の断線を検出する検出手段を備えた
、請求項７から請求項１０のいずれか１項に記載の電池監視システム。
【請求項１２】
　直列に接続された複数の電池の各々に対して設けられ、前記複数の電池の各々の高電位
側に接続された第１信号線と前記複数の電池の各々の低電位側に接続された第２信号線と
に跨って設けられた抵抗素子と前記抵抗素子に直列に接続された放電用スイッチング素子
とを含む放電手段における前記放電用スイッチング素子について、前記放電用スイッチン
グ素子が前記抵抗素子と前記第２信号線との間に設けられている場合には、前記第１信号
線に接続されて前記第２信号線の電位よりも低い電位を供給し、前記放電用スイッチング
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素子が前記抵抗素子と前記第１信号線との間に設けられている場合には、前記第２信号線
に接続されて前記第１信号線の電位よりも高い電位を供給する電位調整手段と、
　前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第１電位と、前記第１信号線の電
位と前記第２信号線の電位とから設定される閾値と、を比較する比較手段と、
　を備えた半導体回路。
【請求項１３】
　直列に接続された複数の電池の各々に対して設けられ、前記複数の電池の各々の高電位
側に接続された第１信号線と前記複数の電池の各々の低電位側に接続された第２信号線と
に跨って設けられた抵抗素子と前記抵抗素子に直列に接続された放電用スイッチング素子
とを含む放電手段における前記放電用スイッチング素子について、前記放電用スイッチン
グ素子が前記抵抗素子と前記第２信号線との間に設けられている場合には、前記第１信号
線に接続されて前記第２信号線の電位よりも低い電位を供給し、前記放電用スイッチング
素子が前記抵抗素子と前記第１信号線との間に設けられている場合には、前記第２信号線
に接続されて前記第１信号線の電位よりも高い電位を供給する電位調整手段と、
　前記放電手段が設けられた前記第１信号線の前記放電手段より後段部の後段部電位と、
前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第１電位と前記電池の低電位側に接
続された電池に設けられた前記放電手段の前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子と
の間の第３電位とから設定される閾値と、を比較する比較手段と、
　を備えた半導体回路。
【請求項１４】
　直列に接続された複数の電池と、
　前記複数の電池の各々の高電位側に接続された第１信号線と前記複数の電池の各々の低
電位側に接続された第２信号線とに跨って設けられた抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に
接続された放電用スイッチング素子とを含む放電手段と、
　前記第１信号線に接続され、かつ、前記第２信号線の電位よりも低電位である第１電位
調整手段と、
　前記第１信号線に接続され、かつ、前記第１信号線の電位よりも高電位である第２電位
調整手段と、
　前記放電手段が設けられた前記第１信号線の前記放電手段より後段部の後段部電位と、
前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第１電位と前記電池の高電位側に接
続された電池に設けられた前記放電手段の前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子と
の間の第２電位と、から設定される閾値と、を比較する第１比較手段と、
　前記後段部電位と、前記第１電位と前記電池の低電位側に接続された電池に設けられた
前記放電手段の前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第３電位と、から設
定される閾値と、を比較する第２比較手段と、
　を備えた電池監視システム。
【請求項１５】
　前記第１比較手段は、第１シングル反転増幅器と、前記第１シングル反転増幅器の入力
に接続され、かつ、前記後段部電位または前記第２電位が入力される第１コンデンサと、
前記第１コンデンサと並列に接続され、かつ前記後段部電位または前記第１電位が入力さ
れる第２コンデンサと、を含み、
　前記第２比較手段は、第２シングル反転増幅器と、前記第２シングル反転増幅器の入力
に接続され、かつ、前記後段部電位または前記第１電位が入力される第３コンデンサと、
前記第３コンデンサと並列に接続され、かつ前記後段部電位または前記第３電位が入力さ
れる第４コンデンサと、を含む、請求項１４に記載の電池監視システム。
【請求項１６】
　前記第１比較手段の比較結果及び前記第２比較手段の比較結果に基づいて前記第１信号
線の断線を検出する検出手段を備えた、請求項１４または請求項１５に記載の電池監視シ
ステム。
【請求項１７】
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　直列に接続された複数の電池の各々に対して設けられ、前記複数の電池の各々の高電位
側に接続された第１信号線と前記複数の電池の各々の低電位側に接続された第２信号線と
に跨って設けられた抵抗素子と前記抵抗素子に直列に接続された放電用スイッチング素子
とを含む放電手段の、前記第１信号線に接続され、かつ、前記第２信号線の電位よりも低
電位である第１電位調整手段と、
　前記第１信号線に接続され、かつ、前記第１信号線の電位よりも高電位である第２電位
調整手段と、
　前記放電手段が設けられた前記第１信号線の前記放電手段より後段部の後段部電位と、
前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第１電位と前記電池の高電位側に接
続された電池に設けられた前記放電手段の前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子と
の間の第２電位と、から設定される閾値と、を比較する第１比較手段と、
　前記後段部電位と、前記第１電位と前記電池の低電位側に接続された電池に設けられた
前記放電手段の前記抵抗素子と前記放電用スイッチング素子との間の第３電位と、から設
定される閾値と、を比較する第２比較手段と、
　を備えた半導体回路。
【請求項１８】
　請求項２から請求項６のいずれか１項に記載の電池監視システムの前記第１信号線の断
線を検出する処理をコンピュータに実行させるための断線検出プログラムであって、
　第１コンデンサに、前記第１信号線の電位とシングル反転増幅器の閾値電圧との差を充
電するステップと、
　第２コンデンサに、前記第２信号線の電位と前記シングル反転増幅器の閾値電圧との差
を充電するステップと、
　前記第１コンデンサ及び前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデ
ンサ及び前記第２コンデンサに前記第１電位を入力させるステップと、
　前記電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調整するステップと、
　前記比較手段から比較結果を出力するステップと、
　を備えた処理をコンピュータに実行させるための断線検出プログラム。
【請求項１９】
　請求項８から請求項１１のいずれか１項に記載の電池監視システムの前記第１信号線の
断線を検出する処理をコンピュータに実行させるための断線検出プログラムであって、
　第１コンデンサに、前記第１電位とシングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電するス
テップと、
　第２コンデンサに、前記第３電位と前記シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電す
るステップと、
　前記第１コンデンサ及び前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデ
ンサ及び前記第２コンデンサに前記後段部電位を入力させるステップと、
　前記電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調整するステップと、
　前記比較手段から比較結果を出力するステップと、
　を備えた処理をコンピュータに実行させるための断線検出プログラム。
【請求項２０】
　請求項１５または請求項１６に記載の電池監視システムの前記第１信号線の断線を検出
する処理をコンピュータに実行させるための断線検出プログラムであって、
　第１コンデンサに前記第２電位と第１シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する
ステップと、
　第２コンデンサに前記第１電位と前記第１シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電
するステップと、
　第３コンデンサに前記第１電位と第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する
ステップと、
　第４コンデンサに前記第３電位と前記第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電
するステップと、
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　前記第１コンデンサ乃至前記第４コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデ
ンサ乃至前記第４コンデンサに前記後段部電位を入力させるステップと、
　前記第１電位調整手段または前記第２電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調
整するステップと、
　前記第１比較手段及び前記第２比較手段から比較結果を出力するステップと、
　を備えた処理をコンピュータに実行させるための断線検出プログラム。
【請求項２１】
　請求項２から請求項６のいずれか１項に記載の電池監視システムの前記第１信号線の断
線検出方法あって、
　第１コンデンサに、前記第１信号線の電位とシングル反転増幅器の閾値電圧との差を充
電する工程と、
　第２コンデンサに、前記第２信号線の電位と前記シングル反転増幅器の閾値電圧との差
を充電する工程と、
　前記第１コンデンサ及び前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデ
ンサ及び前記第２コンデンサに前記第１電位を入力させる工程と、
　前記電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調整する工程と、
　前記比較手段から比較結果を出力する工程と、
　を備えた断線検出方法。
【請求項２２】
　請求項８から請求項１１のいずれか１項に記載の電池監視システムの前記第１信号線の
断線検出方法であって、
　第１コンデンサに、前記第１電位とシングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する工
程と、
　第２コンデンサに、前記第３電位と前記シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電す
る工程と、
　前記第１コンデンサ及び前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデ
ンサ及び前記第２コンデンサに前記後段部電位を入力させる工程と、
　前記電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調整する工程と、
　前記比較手段から比較結果を出力する工程と、
　を備えた断線検出方法。
【請求項２３】
　請求項１５または請求項１６に記載の電池監視システムの前記第１信号線の断線検出方
法であって、
　第１コンデンサに前記第２電位と第１シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する
方法と、
　第２コンデンサに前記第１電位と前記第１シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電
する方法と、
　第３コンデンサに前記第１電位と第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する
方法と、
　第４コンデンサに前記第３電位と前記第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電
する方法と、
　前記第１コンデンサ乃至前記第４コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデ
ンサ乃至前記第４コンデンサに前記後段部電位を入力させる方法と、
　前記第１電位調整手段または前記第２電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調
整する方法と、
　前記第１比較手段及び前記第２比較手段から比較結果を出力する方法と、
　を備えた断線検出方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項１８に記載の断線検出プログラムは、請求項２から請求項６のいずれか１項に記
載の電池監視システムの前記第１信号線の断線を検出する処理をコンピュータに実行させ
るための断線検出プログラムであって、第１コンデンサに、前記第１信号線の電位とシン
グル反転増幅器の閾値電圧との差を充電するステップと、第２コンデンサに、前記第２信
号線の電位と前記シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電するステップと、前記第１
コンデンサ及び前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデンサ及び前
記第２コンデンサに前記第１電位を入力させるステップと、前記電位調整手段により、前
記第１信号線の電位を調整するステップと、前記比較手段から比較結果を出力するステッ
プと、を備えた処理をコンピュータに実行させるためのものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項１９に記載の断線検出プログラムは、請求項８から請求項１１のいずれか１項に
記載の電池監視システムの前記第１信号線の断線を検出する処理をコンピュータに実行さ
せるための断線検出プログラムであって、第１コンデンサに、前記第１電位とシングル反
転増幅器の閾値電圧との差を充電するステップと、第２コンデンサに、前記第３電位と前
記シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電するステップと、前記第１コンデンサ及び
前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデンサ及び前記第２コンデン
サに前記後段部電位を入力させるステップと、前記電位調整手段により、前記第１信号線
の電位を調整するステップと、前記比較手段から比較結果を出力するステップと、を備え
た処理をコンピュータに実行させるためのものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項２０に記載の断線検出プログラムは、請求項１５または請求項１６に記載の電池
監視システムの前記第１信号線の断線を検出する処理をコンピュータに実行させるための
断線検出プログラムであって、第１コンデンサに前記第２電位と第１シングル反転増幅器
の閾値電圧との差を充電するステップと、第２コンデンサに前記第１電位と前記第１シン
グル反転増幅器の閾値電圧との差を充電するステップと、第３コンデンサに前記第１電位
と第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電するステップと、第４コンデンサに前
記第３電位と前記第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電するステップと、前記
第１コンデンサ乃至前記第４コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデンサ乃
至前記第４コンデンサに前記後段部電位を入力させるステップと、前記第１電位調整手段
または前記第２電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調整するステップと、前記
第１比較手段及び前記第２比較手段から比較結果を出力するステップと、を備えた処理を
コンピュータに実行させるためのものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２１】
　請求項２１に記載の断線検出方法は、請求項２から請求項６のいずれか１項に記載の電
池監視システムの前記第１信号線の断線検出方法あって、第１コンデンサに、前記第１信
号線の電位とシングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する工程と、第２コンデンサに
、前記第２信号線の電位と前記シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する工程と、
前記第１コンデンサ及び前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデン
サ及び前記第２コンデンサに前記第１電位を入力させる工程と、前記電位調整手段により
、前記第１信号線の電位を調整する工程と、前記比較手段から比較結果を出力する工程と
、を備える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項２２に記載の断線検出方法は、請求項８から請求項１１のいずれか１項に記載の
電池監視システムの前記第１信号線の断線検出方法であって、第１コンデンサに、前記第
１電位とシングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する工程と、第２コンデンサに、前
記第３電位と前記シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する工程と、前記第１コン
デンサ及び前記第２コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデンサ及び前記第
２コンデンサに前記後段部電位を入力させる工程と、前記電位調整手段により、前記第１
信号線の電位を調整する工程と、前記比較手段から比較結果を出力する工程と、を備える
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項２３に記載の断線検出方法は、請求項１５または請求項１６に記載の電池監視シ
ステムの前記第１信号線の断線検出方法であって、第１コンデンサに前記第２電位と第１
シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する方法と、第２コンデンサに前記第１電位
と前記第１シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する方法と、第３コンデンサに前
記第１電位と第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する方法と、第４コンデン
サに前記第３電位と前記第２シングル反転増幅器の閾値電圧との差を充電する方法と、前
記第１コンデンサ乃至前記第４コンデンサの電荷を保持した状態で、前記第１コンデンサ
乃至前記第４コンデンサに前記後段部電位を入力させる方法と、前記第１電位調整手段ま
たは前記第２電位調整手段により、前記第１信号線の電位を調整する方法と、前記第１比
較手段及び前記第２比較手段から比較結果を出力する方法と、を備える。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　以上説明したように、本実施の形態の半導体回路４０では、ＬＰＦの後段側である信号
線Ｖｎの断線検出を行う場合は、イニシャライズ動作により、比較回路２６のコンデンサ
Ｃ１に信号線ＤＶｎの電圧と、自己閾値電圧Ｖｘとの差（信号線ＤＶｎ－自己閾値電圧Ｖ
ｘ）が充電された状態にし、かつコンデンサＣ２に信号線ＤＶｎ－１の電圧と、自己閾値
電圧Ｖｘとの差（信号線ＤＶｎ－１－自己閾値電圧Ｖｘ）が充電された状態にする。比較
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動作では、電圧調整部ＩＬｎにより、信号線Ｖｎから断線検出電流を引き抜き、信号線Ｌ
ｃとコンデンサＣ１、Ｃ２とを接続することにより、コンデンサＣ１、Ｃ２に電圧ＤＶｎ
が入力されるようにして、出力ＯＵＴ＝Ｌレベルならば、断線が無いことを検出し、出力
ＯＵＴ＝Ｈレベルならば、断線が有ることを検出する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　このように本実施の形態の半導体回路４０では、スイッチング素子ＳＷ１が信号線Ｖｎ
と信号線Ｌｃとを接続するように設けられ、スイッチング素子ＳＷ２Ｌｎ－１が放電回路
５１の抵抗素子Ｒｂａｌとスイッチング素子ＳＷｎ－１との間のノードと、信号線Ｌｉｌ
とを接続するように設けられ、スイッチング素子ＳＷ２Ｈｎが放電回路５１の抵抗素子Ｒ
ｂａｌとスイッチング素子ＳＷｎとの間のノードと信号線Ｌｉｈとを接続するように設け
られ、さらにスイッチング素子３Ｌｎが信号線Ｖｎと電圧調整部ＩＬｎとを接続するよう
に構成されている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　この状態で、第１の実施の形態及び第２の実施の形態と同様に、比較回路２６Ａからの
出力ＯＵＴ１と、比較回路２６Ｂからの出力ＯＵＴ２とを検出する。信号線Ｖｎに断線が
生じていない場合、比較回路２６Ａでは、Ｖｘ’－Ｖｘ＜０となり、出力ＯＵＴ１＝Ｈレ
ベルになる。また、比較回路２６Ｂでは、Ｖｘ’－Ｖｘ＞０となり、出力ＯＵＴ２＝Ｌレ
ベルになる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
　一方、断線が生じている場合は比較回路２６Ａ、２６ＢいずれもＶｘ’－Ｖｘ＜０とな
り、出力ＯＵＴ１＝ＯＵＴ２＝Ｈレベルになる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　この状態で、第１の実施の形態及び第２の実施の形態と同様に、比較回路２６Ａからの
出力ＯＵＴ１と、比較回路２６Ｂからの出力ＯＵＴ２とを検出する。信号線Ｖｎに断線が
生じていない場合、比較動作１と同様に、比較回路２６Ａでは、Ｖｘ’－Ｖｘ＜０となり
、出力ＯＵＴ１＝Ｈレベルになる。また、比較回路２６Ｂでは、Ｖｘ’－Ｖｘ＞０となり
、出力ＯＵＴ２＝Ｌレベルになる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９



(9) JP 2015-1446 A5 2016.7.7

【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　一方、断線が生じている場合は比較回路２６Ａ、２６ＢいずれもＶｘ’－Ｖｘ＞０とな
り、出力ＯＵＴ１＝ＯＵＴ２＝Ｌレベルになる。
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